









































表 1 『学習成果』に関する参考指針（汎用的基礎技能）9 









































らは漢字ドリル(漢検 3級、準 2級相当約 1600問)を作成して入学までの期間の学習を指
導している。これは卒業までにマスターすべき課題としている。2015 年度の 7 月のテス



































表現教養型  ディシプリンの要素を含まない文章表現指導  
エントリーシートなど就活の文書指導も含む  
学習技術型  初歩的なアカデミック・ライティング   
汎用性の高いレポートの書き方、スキル学習  
専門基礎型  専攻分野に特化したレポートの基本的書き方  
臨床実習記録、実験演習レポート  
専門教養型  専攻分野に限らず、多様なディシプリンでの 幅広い学びを重視したレポート 










表 2 「国語表現法」概要 
学校で書く〈作文〉を生徒・学生が練習のために書く演習の場、「ラジカルな運動場」
と意義付けた著者たちがいるが、それを有意義に使っての文章表現の演習である 16。作品





表 3 「国語表現法」ルーブリック 
評価  


























・ 段落が適切に設定されている。 ・ 段落の設定があいまいである。 ・ 段落の設定ができていない。 
・ 段落と段落のつながりがあいまいである。 
評価  















































































































































































































































































表 6 ゼミ活動における学習姿勢指導の取組例 


































た者を除いた 216名（幼児教育学科 180名、国際教養学科 36名）を有効回答者とした。
詳細は、表 7の通りである。分析には SPSS16.0を用い、統計処理を行った。 
表 7 調査参加者内訳 
クラス 参加者 有効回答者 
幼児教育学科
 
A 32 30 
B 29 28 
C 29 29 
D 30 30 
E 30 30 
F 34 33 
国際教養学科 36 36 
 合計 220 216 
3.2. 質問紙 
 質問項目は、導入教育として組み込む必要があると思われる学習スキルを中心にリカー
ト方式 5段階尺度で全 15項目を作成した。項目は結果の中に示す。 
3.3. 結果 
 各質問項目の記述統計は表 8の通りである。また、図 1では平均値のグラフを示してい
る。表やグラフを見ると、グループでの協働作業に参加する力（項目 11-13）は 5段階評




表 8 学習スキル自己評価（N = 216） 
質問項目 M SD 
1 テストや課題に備えて、自ら進んで勉強できる。 3.55 0.83 
2 講義内容をノートにまとめることができる。 3.40 0.87 
3 課題に必要な資料を、図書館で検索できる。 3.44 0.93 
4 課題に適した資料を、集めることができる。 3.33 0.85 
5 締め切りまでに余裕を持って課題を終えることができる。 3.45 1.08 
6 テーマに沿ってレポートをまとめることができる。 3.18 0.83 
7 論理的にレポートをまとめることができる。 2.78 0.84 
8 講義に備えて予習復習ができる。 2.59 0.80 
9 パワーポイントを使って発表ができる。 2.73 1.13 
10 分かりやすいプレゼンテーションができる。 2.55 0.91 
11 グループで協力し合って作業ができる。 3.61 0.81 
12 グループでの話し合いに参加できる。 3.74 0.86 
13 グループの中で自分の役割を見つけることができる。 3.48 0.84 
14 漢字の間違いがない文章が書ける。 3.16 0.93 
15 誰にでも理解できる文章が書ける。 2.97 0.92 
 




い、p < 0.033を有意とした。その結果、項目 9「パワーポイントを使って発表ができる」






表 9 学科による自己評価平均値の差（一元配置分散分析） 
項目内容 幼児 国際 F p 
1 テストや課題に備えて、自ら進んで勉強できる。 3.55 (0.84) 
3.53 
(0.77) 0.02 0.884 
2 講義内容をノートにまとめることができる。 3.45 (0.88) 
3.17 
(0.77) 3.23 0.074 
3 課題に必要な資料を、図書館で検索できる。 3.41 (0.96) 
3.61 
(0.73) 1.47 0.226 
4 課題に適した資料を、集めることができる。 3.34 (0.86) 
3.28 
(0.78) 0.19 0.667 
5 締め切りまでに余裕を持って課題を終えることができる。 3.45 (1.09) 
3.47 
(1.00) 0.01 0.910 
6 テーマに沿ってレポートをまとめることができる。 3.20 (0.83) 
3.08 
(0.84) 0.59 0.442 
7 論理的にレポートをまとめることができる。 2.80 (0.84) 
2.69 
(0.82) 0.48 0.491 
8 講義に備えて予習復習ができる。 2.60 (0.81) 
2.56 
(0.73) 0.09 0.760 
9 パワーポイントを使って発表ができる。 2.65 (1.15) 
3.14 
(0.99) 5.70 0.018 
10 分かりやすいプレゼンテーションができる。 2.59 (0.94) 
2.33 
(0.72) 2.39 0.124 
11 グループで協力し合って作業ができる。 3.63 (0.78) 
3.50 
(0.94) 0.81 0.369 
12 グループでの話し合いに参加できる。 3.77 (0.81) 
3.58 
(1.05) 1.46 0.228 
13 グループの中で自分の役割を見つけることができる。 3.52 (0.80) 
3.31 
(1.01) 1.90 0.170 
14 漢字の間違いがない文章が書ける。 3.19 (0.93) 
2.97 
(0.94) 1.71 0.192 
15 誰にでも理解できる文章が書ける。 3.01 (0.94) 
2.78 
(0.80) 1.94 0.165 
Note: 幼児：幼児教育学科 （N = 180）, 国際：国際教養学科 （ N = 36）。（）内は標準偏差 
























題解決力が挙げられていた。また、河合塾による 2010年の調査では次の 8項目（表 10）
を初年次教育の目的として挙げており、すべての大学にとって共通の課題となっているの
が①⑧であるとまとめられている。 









































6. 文部科学省高等教育局 大学振興課大学改革推進室（2010年 5月 26日）「大学における教育内
容等の改革状況について（平成 20年度）」、2015年 8月 23日、
http://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/daigaku/04052801/__icsFiles/afieldfile/2010/05/26/12
94057_1_1.pdf。 















10. 経済産業省 （2006年 1月 20日）「社会人基礎力に関する研究会-中間取りまとめ‐」、2015年
8月 25日、http://www.meti.go.jp/policy/kisoryoku/chukanhon.pdf。 




12. 寿山泰二「キャリア発達から見た初年次教育」、『Kyoto Sosei University review』9、2009年、
1-11頁。 
13. 経済産業省 前掲。 
14. Sfard, A., On two metaphors for learning and the dangers of choosing just one. Educational 
Researcher 27, 1998, pp.4-13. 
15. 井下千以子「思考し表現する力を育む 学士課程カリキュラムの構築－Writing Across the 
Curriculumを目指して『思考し表現する学生を育てる ライティング指導のヒント』関西地区
FD連絡協議会・京都大学高等教育研究開発推進センター編『ライティング指導のヒント』ミネ
ルヴァ書房、2013年 3月 30日 10-30 頁。 
16. 梅田卓夫・服部左右一・清水良典・松川由博 『新作文宣言』ちくま学芸文庫、1996年。 
17. 谷 美奈「自己省察としての文章表現――『日本語リテラシー』の教育実践を事例として」関西
地区 FD連絡協議会・京都大学高等教育研究開発推進センター編『ライティング指導のヒント』
ミネルヴァ書房、2013年 3月 30日 95-123頁。 
18. 井下千以子 前掲 
19. 牧野由香里「『十字モデル』で協同的に論文を組み立てる」関西地区 FD連絡協議会 京都大学
高等教育開発推進センター編 ミネルヴァ書房、2013年 3月 30日 32-53頁 
20. 深山晶子『ESPの理論と実践―これで日本の英語教育が変わる』三修社、2000年。 











24. 山田剛史・林創『大学生のためのリサーチリテラシー入門―研究のための 8つの力―』 ミネ
ルヴァ書房、2011年。 
25. 井本浩之・山田力也・永島稔子・青木研作「効果的な初年次教育プログラム構築へ向けての課
題―西九州大学健康福祉学部社会福祉学科の取組の検討を通じて―」『Journal of health and 
social welfare science of Nishikyushu University』41、2010年、29-43頁。 
中山留美子・長濱文与・中島誠・中西良文・南学「<実践報告> 大学教育目標の達成を目指す全
学的初年次教育の導入」『京都大学高等教育研究』16、2010年、37-48頁。 
26. 河合塾（2010年 9月） 「大学の初年次教育調査」2015年 8月 23日、
http://www.kawaijuku.jp/research/pdf/kawai_1009.pdf、25頁。 
123
